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 「お前、コロナやったん。」と笑って聞いてくる友達。僕は今年の春、今

流行している新型コロナウイルスに感染してしまいました。僕は今でもそ

の事をはっきりと覚えています。 

 三年前の僕は、そんなに簡単にコロナに感染することはないと安心して

いました。感染者数が他の県に比べて少ない山口県にいるということもあ

って、余計に安心しきっていました。 

 そんなある日のこと、体がだるいなあと思いながらも、熱はなかったの

でいつも通り学校に向かいました。しかし、学校についたのはいいものの、

体がだるく、勉強どころではありませんでした。すぐに保健室に行き、早

退させてもらい病院で検査を受けました。するとコロナウイルス陽性と判

断されたのです。 

 コロナが治った次の週の部活の時のことです。その日はいつも通りグラ

ウンドに向かっていました。そして、着くといきなり友達に、「お前コロナ

やったん。」と聞かれました。僕が「うん。」と答えると友達は「まじかよ。

じゃあお前、あんまり近づくなよ。」と言いました。それを聞いた瞬間、僕

は頭が真っ白になりました。今まで仲が良かった友達に急にそんなことを

言われ、とてもショックでした。そんな現実から逃げるため「友達は僕を

傷付けるつもりはなかったのかもしれない。」とか「自分の考えすぎだ。」

と思うことにしました。それでも、その一言を忘れることが出来ませんで

した。そして、自分はかかりたくてかかったわけではないのに、なぜかか

ってしまったのだろうと自分を責めるようになりました。 

 そんなある日のこと、別の友達が僕の様子を見て、どうしたのかと聞い

てきてくれました。僕は相談するかどうか迷いました。それは僕の思い過

ごしかもしれないし、わざわざ自分の問題を友達にも背負わせる必要はな

いと思ったからです。それでも、せっかく心配してくれた友達にも申し訳

ないと思って相談することにしました。友達は僕の話を真剣に聞いてくれ

ました。おかげで、自分の気持ちを吐き出すことが出来、少し楽になりま

した。そして、自分の気持ちを少しずつ整理して立ち直ることが出来たの

です。 

 その後、相談に乗ってくれた友達を交えて「お前コロナか。」と言った友

達と話し合いをすることにしました。心配してくれた友達も一緒に説明し、

僕の気持ちを代弁してくれました。話を聞くとやはり傷つけるつもりはな

  
一般社団法人日本新聞協会会長 賞 



かったそうです。コロナにかかった僕を冗談で笑わせて、元気づけようと

したということでした。それを聞いて僕は嬉しい気持ちと、その場で彼の

真意を聞けばよかったという、後悔の気持ちで一杯になりました。そして、

今も一時的にでも彼を信じられなかったことを申し訳なかったと思って

います。 

 今では彼とは何でも話し、思ったことが素直に言い合える関係になって

います。あれ以来、友達とのかかわり方について今まで以上に気を付ける

ようになりました。そして、今回のことからさまざまなことを学び、考え

ることができました。 

 一つ目は、いじめはいじめようという意思がなくても起こってしまうと

いうことです。つまり、思い違いや言葉の使い方が、いじめに発展するこ

ともあるかもしれないということです。今回相手にいじめたい、苦しめた

いという気持ちがないのに、僕はつらい思いをしてしまいました。それは

相手の思っていることと、自分が思っていることとで行き違いが生まれて

いたからだと思います。行き違いが起きないようにするためには、相手の

気持ちになって考え、言葉を選んで使ったり、疑問に思ったことは相手に

尋ねてみたりすることが大切だと思います。そうすれば受け取り方の食い

違いに気づくことが出来ます。 

 二つ目は問題を自分一人で抱え込むのではなく、頼れる人に相談するこ

とが大切だということです。僕は有り難いことに、そばに頼りになる優し

い友人がいてくれたおかげで、すぐに気持ちの整理も問題の解決もできま

した。相談することは相手に負担をかけてはいけないと最後まで悩みまし

た。しかし、今は相談してよかったと思います。相談しただけで一人では

ないという安心感がもてます。その安心感がもてたからこそ心に余裕が生

まれ、話し合うことが出来、解決にまで至ったのだと思います。やはり自

分の気持ちを誰かに聞いてもらうのは大切だと思いました。 

 「そういえば、あの時は本当にごめん。」と今でも友達は謝ってくれま

す。「いいよ。おかげで、もっと大切なものに気づけたから。」僕は前向き

な気持ちで仲直りが出来ました。 

今回のことを教訓にして、自分の思いを正確に相手に伝えられる言葉の

力とコミュニケーション能力を身につけたいと思うようになりました。そ

して、困っている人やいじめに苦しんでいる人に手を差し伸べられる人間

になれるよう、今までの自分と違う一歩を踏み出していきたいと思います。 

 


